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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
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　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて 令和3年度
当初予算可決！

●主な審査内容（全体審査から）

移住就業支援事業、関係人口及び移住・定住人口創出事業

Q： 移住事業をより充実させ、先輩移住者の発信を活
用しては。

A：�テレワーク体験、竹原暮らしの体験ツアー、ＰＲパンフ
レット等を計画しており、移住予定者のニーズを分析す
ると共に、発信力を強化し、本市の知名度・認知度を上
げていく。

デマンド交通実証運行事業

Q： 公共交通事業は全市的な問題であり、様々な市民
の要望を集約して、将来的な公共交通システムの
在り方を調査研究すべきでは。

A：�利用者数、アンケート、事業収支等の収集データを活か
して、地域課題について地元の住民と協力しながら施策
を推進していく。

妊婦健康診査運営費補助事業、産婦健康診査事業

Q：産科医療を今後より一層充実させるべきでは。
A：�今年度から月2回の検診を6回にした事を始め、市民へ

の周知、たけはらっこネウボラ育児支援強化事業等の施
策と併せて、妊娠時から子育て支援まで切れ目なく行え
る体制づくりの構築により充実させる。

地域まるごと支え合い体制づくり事業（重層的支援体制整備事業への移行準備事業）

Q： 本事業で地域課題の把握、適材適所の職員配置、 
事業の効果的な達成をどのように成し遂げるのか。

A：�地域住民、社会福祉協議会、民生児童委員、医療機関、介護
事業者、企業等と連携しながら推進していくつもりだが、
容易に事業効果を図れる性質のものでないため、関係者と
の協力を地道に丁寧に行い、体制づくりに努めたい。

●本市の予算編成・財政（提言）
　�　税収の正確な把握に基づく予算編成の在り方、長期にわたる財政構造の課題について、�
今後はより的確な予算査定・執行による本市の課題解決に傾注すべきである。
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●賛成討論
　令和3年度においては、災害からの早期復
旧・復興と災害に強い町づくりに向けた取組
及び新型コロナウイルス感染症等に対応した
社会経済の構築に向け実行するとしている。
　また、本市の特色を活かし、暮らしの向上
を図る「たけはら元気プロジェクト」を更に
推進する事業に重点的に予算配分されている。
　執行にあたっては、最終年度の取組とされ
ている、平成30年7月豪雨災害からの復旧・
復興、新型コロナウイルスワクチン接種の計
画的な実施、財政健全化計画の着実な実行、
その他各事業などの遂行のため、全庁あげて
「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹
原市。」の実現に向けて確実に成果を出され
ることを大いに期待し、議案第１号令和３年
度竹原市一般会計当初予算案に賛成いたしま
す。� 下垣内　和春

●反対討論
　地方自治体の第1の仕事は、地方自治法第1
条の2「住民福祉の増進」など、住民の暮ら
し・命と安全を守ることです。在宅障害者デ
イ・サービスセンターの廃止は保護者の願い
を無視し、弱者切り捨ての行政です。
　また、吉名・荘野出張所の廃止は身近な住
民サービスの低下であり、地域の賑わいを喪
失させ、竹原市の人口減少を加速させること
は明らかです。
　市立竹原書院図書館を指定管理者制度で管
理・運用することは、長期的視野でみると竹
原市の知的・文化的・歴史的な財産等を劣化
させ、市民のニーズ等に的確に応えることを
阻害しかねません。
　私は、あらためて竹原市財政健全化計画の
中止・撤回を求め、予算案に反対します。

松本　　進

　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて
■予算特別委員会

委員長　山元　経穂　副委員長　下垣内　和春　　
　令和3年第１回定例会において、議長を除く13名で構成される予算特別委員会が設置されまし
た。一般会計、特別会計、企業会計の当初予算9会計が本委員会に付託され、4回の個別審査の
後、市長臨席による全体審査を行い、これらの審査を踏まえた上で、討論採決した結果、9会計
議案全てを原案のとおり可決しました。

■委員長報告による委員長要望
　委員長報告において、以下の3点を要望いたしました。
　①�委員会の審査中に各委員から指摘があった点を意に留め、現在、本市が計画実施中の財政健
全化計画を不断の努力で実行され、効率的・効果的な業務改善を目指して、適切な予算の執
行に努めて頂く事。

　②�令和3年度の予算で平成30年7月豪雨からの復興が完了する見込みであるが、本当の復興は
これからだと考える。

　　�被災での体験を語り継ぎ、引き続き市民に各種災害に対しての防災意識の向上・啓発に努め
て頂く様、我々の責務を共に果たしていく事。

　③�新型コロナウイルス感染症対策について、国内で未だに収束の気配を見せない新型コロナウ
イルスのため、市民の日常生活や経済活動が困難を窮めている。

　　令和3年度においても、予算措置を含めて柔軟かつ機動的な施策の対応で臨んで頂く事。

討　　論

たけはら市議会だより第 104 号（ 5 ） 2021（令和 3 年）5 月



議案
番号 議案名等 議案等の概要
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松

　本

議決

結果

議案
第 27 号

竹原市個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例案

竹原市精神障害者医療費支給条例の制定に伴い、個人番号
の利用範囲を追加するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 28 号

市立竹原書院図書館設置及び
管理条例の一部を改正する条
例案

令和3年4月1日から市立竹原書院図書館の休館日を変更 
するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × 原案

可決

議案
第 29 号

令和 2 年度竹原市一般会計
補正予算（第 12 号） 歳入歳出それぞれ 347,009 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 30 号

令和 2 年度竹原市国民健康保
険特別会計補正予算（第 3 号） 歳入歳出それぞれ 61,606 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 31 号

令和 2 年度竹原市貸付資金特
別会計補正予算（第 1 号） 歳入歳出それぞれ 860 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 32 号

令和 2 年度竹原市介護保険特
別会計補正予算（第 3 号） 歳入予算の区分ごとの金額を変更するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 33 号

令和 2 年度竹原市後期高齢
者医療特別会計補正予算（第
2 号）

歳入歳出それぞれ 311 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 34 号

令和 2 年度竹原市下水道事
業会計補正予算（第 1 号）

収益的支出 13,385 千円、収益的収入 12,161 千円、資本的支出
56,837 千円、資本的収入 50,374 千円を減額補正するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 35 号

竹原市職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例案

職務の級の位置付けを見直すとともに、職員の職名に 
ついて、職務段階に応じた職名に改めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 36 号

竹原市国民健康保険条例及び
竹原市職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部を改正する
条例案

新型インフルエンザ等対策特別措置法等が改廃されたこと
に伴い、必要な字句の整理を行うもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 37 号

竹原市職員の給与の特例に関
する条例の一部を改正する条
例案

職務の級の見直しに伴い、特例措置の対象となる職務の級 
及び算出の基礎額に係る必要な規定の整備を行うもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 38 号

令和 2 年度竹原市一般会計
補正予算（第 13 号） 歳入歳出それぞれ 58,466 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 39 号

令和 3 年度竹原市一般会計
補正予算（第 1 号） 歳入歳出それぞれ 190,427 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

陳受
第 3-1 号

新型コロナウイルス感染症によ
り被害を受けた飲食事業者等
に対する支援のお願い

竹原市議会会議規則第 145 条の規定により陳情を処理 
するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳受
第 3-2 号

新型コロナウイルス感染症の影
響により経営状況が悪化して
いる理美容業界への支援に関
する要望

竹原市議会会議規則第 145 条の規定により陳情を処理 
するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

請受
第 3-1 号

新型コロナウイルス感染症拡
大に対する支援等の請願 地方自治法第 124 条の規定により請願を提出するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

発議
第 3-1 号

竹原市議会議員の議員報酬の
特例に関する条例の一部を改
正する条例案

議員報酬の額を減額する特例措置を、令和 4 年 3 月 31 日 
まで延長するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

発議
第 3-2 号

竹原市議会政務活動費の特例
に関する条例の一部を改正す
る条例案

政務活動費の額を減額する特例措置を、令和 4 年 3 月 31 日
まで延長するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

発議
第 3-3 号

竹原市議会委員会条例の一
部を改正する条例案

竹原市の行政組織が改正されることに伴い、常任委員会の
所管について改正後の行政組織に応じた体制とするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

発議
第 3-4 号

竹原市議会会議規則の一部
を改正する規則案

地方議会においても議会運営に当たり押印を求めなくても特
段支障がない事項についてはこれを廃止することとするもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

１月２５日　議会運営委員会
２月　３日　全員協議会
　　１０日　議会運営委員会
　　１２日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　予算特別委員会
　　１８日　総務文教委員会
　　１９日　民生産業委員会
　　２２日　議会運営委員会
　　　　　　民生産業委員会

　　２４日　本会議
　　２５日　本会議
　　　　　　全員会議
３月　２日　予算特別委員会
　　　３日　予算特別委員会
　　　４日　予算特別委員会
　　　　　　民生産業委員会
　　　５日　予算特別委員会
　　　６日　広島中央環境衛生組合 全員協議会
　　　９日　予算特別委員会

議 会 の う ご き

※この間，広報広聴委員会は4回開催しました。（2/3，2/16，3/12，4/15）

　　１２日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　会派代表者会議
　　２５日　民生産業委員会
　　２７日　広島中央環境衛生組合 定例会
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議案
番号 議案名等 議案等の概要

付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決

結果

報告
第 1 号

令和 2 年度竹原市一般会計
予算の補正について

新型コロナウイルスワクチン接種の準備を開始するために行
った補正予算の専決処分について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

承認

報告
第 2 号

令和 2 年度竹原市一般会計
予算の補正について

新型コロナウイルス感染症対策事業及び参議院議員選挙を実施す
るために行った補正予算の専決処分について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

承認

議案
第 1 号 令和 3 年度竹原市一般会計予算 予算の総額を歳入歳出それぞれ 12,476,069 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ × × × 原案
可決

議案
第 2 号

令和 3 年度竹原市国民健康
保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,369,604 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 3 号

令和 3 年度竹原市貸付資金
特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 7,510 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 4 号

令和 3 年度竹原市港湾事業
特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 52,667 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 5 号

令和 3 年度竹原市公共用地先
行取得事業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 1 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 6 号

令和 3 年度竹原市介護保険
特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,532,297 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 7 号

令和 3 年度竹原市後期高齢
者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 510,926 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 8 号

令和3年度竹原市下水道事業会計
予算

予算規模を 769,986 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 9 号

令和3年度竹原市水道事業会計
予算

予算規模を 1,081,664 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × 原案

可決

議案
第 10 号

人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

人権擁護委員中 福光多榮子 委員は、令和 3 年 6 月 30 日をも
って任期満了につき、その後任委員を推薦しようとするもの 

（福光多榮子氏）
省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 11 号

人権擁護委員の推薦につき議
会の意見を求めることについて

人権擁護委員中 塚原きみ江 委員は、令和 3 年 6 月 30 日をも
って任期満了につき、その後任委員を推薦しようとするもの 

（竹本功氏）
省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第 12 号

人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

人権擁護委員の欠員に伴い、その後任委員を推薦しようと
するもの（有本圭司氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 13 号

公益的法人等への竹原市職員
の派遣等に関する条例案

人的援助を行うことが必要であると認められる公益的法
人等に対して職員を派遣するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 14 号

竹 原 市 精 神 障 害 者 医 療 費 
支給条例案

保健の向上と福祉の増進を図ることを目的として精神障
害者に対し、医療費の一部を支給するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 15 号

竹原市森林環境譲与税基金
条例案

森林の整備及びその促進に関する施策に要する経費の財源に
充てることを目的とした基金を設置するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 16 号

竹原市児童福祉年金条例を
廃止する条例案

障害のある児童又はその児童が属する世帯に対する社会保障
制度などの充実に鑑み、竹原市児童福祉年金を廃止するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 17 号

竹原市視聴覚ライブラリー 
設 置 及 び 管 理 条 例 を 廃 止 
する条例案

近年のインターネットやタブレット端末等の普及により、 
手軽に映像を活用できる社会状況となったことから、竹原市
視聴覚ライブラリーを廃止するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 18 号

竹原市在宅障害者デイ・サー
ビスセンター設置及び管理条
例を廃止する条例案

国の障害福祉制度が拡充され、本市の在宅障害福祉サービ
ス等が質量ともに充実されたことを踏まえ、竹原市在宅障
害者デイ・サービスセンターを廃止するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 19 号

竹原市支所及び出張所設置条
例の一部を改正する条例案

出張所における取扱件数の減少等を踏まえ、吉名出張所及び
荘野出張所を廃止し、窓口機能を本庁へ集約するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ × 原案

可決

議案
第 20 号

竹原市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例案

国民健康保険制度の運営が県単位化されたことに伴い、 
各種税率及び税額を定めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 21 号

竹 原 市 重 度 障 害 者 医 療 費 
支給条例の一部を改正する
条例案

特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令が改正さ
れたことに伴い、受給資格の認定に係る所得額の計算方法
を改めるなど必要な規定を整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 22 号

竹原市乳幼児等医療費支給 
条例の一部を改正する条例案

国民健康保険法に規定する修学中の被保険者の特例の対
象となる者の取扱いを定めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 23 号

竹原市事務分掌条例の一部
を改正する条例案

機動的・効率的に事務を進めていくため、部を見直すなど組
織をスリム化し、意思決定や組織横断的な事務の迅速化を
図るもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × ○ ○ × 原案

可決

議案
第 24 号

竹原市ひとり親家庭等医療費
支給条例の一部を改正する条
例案

国民健康保険法に規定する修学中の被保険者の特例の 
対象となる者の取扱いを定めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第 25 号

竹原市介護保険条例の一部
を改正する条例案

竹原市介護保険事業計画に基づき、令和 3 年度から令和 5
年度までの介護保険料を定めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第 26 号

竹原市指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運
営に関する基準等を定める条
例等の一部を改正する条例案

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に 
関する基準等の一部が改正され、各サービス等に係る基準
が改められたことに伴い、必要な規定を整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

●令和3年第1回定例会　議案概要・採決結果　　　　令和3年2月16日～令和3年3月12日　○は賛成　×は反対

たけはら市議会だより第 104 号（ 7 ） 2021（令和 3 年）5 月



… 主 な 議 案 …

議案第19号  竹原市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例案

議案第29号  令和2年度竹原市一般会計補正予算（第12号）

議案第39号  令和3年度竹原市一般会計補正予算（第1号）

議案第38号  令和2年度竹原市一般会計補正予算（第13号）

●内　容／�出張所における取扱件数の減少を踏まえ、吉名出張所及び荘野出張所を廃止し、�
窓口機能を本庁へ集約することとし、併せて出張所掲示場を廃止するもの。

●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ 出張所を廃止することで地域のにぎわいが少なくなるが、対応を考えているのか。
・答　弁／�代替手段の中で交流センターを中心に、地域の団体との取り組みを進めたい。

■竹原中央緑地広場施設整備事業����������������������1億4500万円
●内　容／�魅力と賑わいに満ちた都市の実現を目指すため、旧竹原福祉会館建物を解体し、�

人々が集い、交流する緑地広場施設を整備する。
　　　　　・測量設計委託料…200万円　・施設整備工事…1億4300万円
●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ 国の補助金を活用して解体、整備するのであれば、今後用途の変更は可能なのか。
・答　弁／�10年間を経過すれば行政目的で転用することは可能です。

■電子マネーを活用した消費喚起事業��������������������� 2,820万円
●内　容／�新型コロナウイルス感染症の拡大により減少した市内の経済活動について、�

消費行動を促進するため、電子マネーを活用した消費喚起事業を実施する。
　　　　　・電子マネーポイント還元事業委託料…2,820万円

■商業者等支援給付金事業������������������������ 4,237万5千円
●内　容／�新型コロナウイルス感染症の拡大により経営に悪影響を受けている観光関連事業者�

（宿泊事業者、交通事業者、食品関連事業者等）を支援するため、給付金を支給する。
　　　　　・商業者等支援給付金………………4,237万5千円
■プレミアム付き商品券発行事業��������������������� 7,438万6千円
●内　容／�新型コロナウイルス感染症の拡大により減少した市内の経済活動について、消費行動

を促進するため、使用場所が市内店舗に限定されたプレミアム付き商品券を発行する�
団体に対し、補助金を交付する。

　　　　　・プレミアム付商品券事業補助金…7,174万1千円
　　　　　・印刷費、通信運搬費他………………264万5千円
■電子マネーを活用した消費喚起事業��������������������� 2,820万円
●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ それぞれの事業を、事業者、市民に対してどのように周知するのか。
・答　弁／�事業者に対しては、広報紙、SNS、タネット等のほかに商工会議所等の団体を通じて、

市民に対しても、多様な方法を使って、漏れのないように周知を徹底していきたい。
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今
い ま だ

田　佳
よ し お

男 ●ふるさと納税の現状とご寄附の活用について
●子どもたちの教育環境の整備について 動 画

質
問  

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

市
長 

令
和
２
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
状
況
は
、
令
和

３
年
１
月
末
現
在
で
、
寄
付
額

５
，
９
３
３
万
円
で
あ
り
、
過

去
最
高
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ

と
納
税
利
用
サ
イ
ト
の
追
加
や

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
拡
充
等
に

取
り
組
み
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保
と
新
た
な
寄
附
者
の
獲
得
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
寄
附
の
増
加

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
立
学
校
適
正
配

置
懇
話
会
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
が
、
諮
問
の
内
容
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁 

教
育
長 

　
諮
問
内
容

①
市
立
学
校
の
適
正
配
置
及
び

ブ
ロ
ッ
ク
制
の
再
編
に
つ
い
て

②
市
立
学
校
の
統
合
再
編
に
つ

い
て

③
市
立
学
校
の
統
合
再
編
の
時

期
に
つ
い
て

④
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
前

期
課
程
学
校
選
択
制
の
導
入
の

是
非
に
つ
い
て

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
ず
は
懇
話
会

に
お
い
て
、
保
護
者
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
と
分
析
等

も
含
め
、
概
ね
１
年
後
に
答
申

を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
、

そ
の
後
、
学
校
適
正
配
置
計
画

等
の
策
定
に
お
い
て
市
民
等
へ

方
向
性
を
示
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

市
内
高
校
と
情
報
交
換

の
場
を
設
け
て
ニ
ー
ズ
を
聞
き

取
り
す
れ
ば
、
行
政
が
積
極
的

に
支
援
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

市
内
の
県
立
高
校

２
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市

に
お
け
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
人
材
育
成
及
び
地
域
の

活
力
を
高
め
る
上
で
も
、
そ
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
市
内
高
校
の
活
性
化

に
向
け
て
、
学
校
と
情
報
共
有

で
き
る
機
会
を
活
か
し
て
、
引

き
続
き
情
報
交
換
す
る
な
ど
し
、

行
政
と
し
て
で
き
る
支
援
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
制
度
で
事
業

者
向
け
の
支
援
で
は
執
行
額
が

達
成
さ
れ
て
い
な
い
事
業
が
多

数
あ
り
ま
す
。
事
業
費
を
計
上

し
た
と
い
う
こ
と
は
困
っ
て
い

る
人
を
助
け
、
使
っ
て
い
た
だ

く
予
算
で
す
。
し
っ
か
り
と
し

た
周
知
を
さ
れ
、
十
分
な
対
策

事
業
と
な
っ
た
の
か
、
事
業
者

向
け
各
種
支
援
制
度
の
執
行
額
、

執
行
率
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

感
染
拡
大
防
止
協

力
支
援
負
担
金
、
事
業
費
が
３

千
92
万
円
、
執
行
額
は
１
千
１

０
５
万
８
千
円
、
執
行
率
は
35

・
８
％
で
す
。

質
問  

支
援
金
制
度
（
頑
張
る

飲
食
店
）
は
売
り
上
げ
が
前
年

比
30
％
以
上
減
少
し
た
飲
食
店

を
県
と
市
が
支
援
す
る
も
の
で
、

必
要
経
費
を
専
決
処
分
に
よ
り

計
上
し
ま
し
た
。

　
収
入
が
減
っ
た
人
に
特
例
貸

付
制
度
が
２
種
類
あ
り
ま
す
。

緊
急
小
口
・
総
合
支
援
資
金
の

相
談
と
貸
付
件
数
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

緊
急
小
口
資
金
相

談
件
数
（
重
複
）
２
２
２
件
、

貸
付
64
件
。
総
合
支
援
資
金
の

相
談
件
数
１
７
８
件
、
貸
付
28

件
で
す
が
、
小
口
資
金
は
据
え

置
き
期
間
終
了
後
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
返
還
が
一
括
免
除

さ
れ
、
総
合
支
援
資
金
の
償
還

免
除
要
件
等
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
国
で
検
討
さ
れ
ま
す
。

質
問  

女
性
へ
の
影
響
と
支
援

で
は
、
迅
速
な
支
援
に
つ
な
げ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
は

検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

他
の
自
治
体
に
お

け
る
活
用
状
況
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
を
進
め
る
中
で
引
き
続

き
調
査
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問  

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
も

進
み
、
ス
マ
ホ
の
活
用
の
支
援

を
誰
で
も
学
べ
る
よ
う
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
設
置
や
専
門
職
の
配

置
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

デ
ジ
タ
ル
の
活
用

に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
選
択

で
き
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い

て
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
活
用
し
、
高
齢
者
の
ス

マ
ホ
利
用
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

道
どうほう

法　知
と も え

江
●コロナ禍における支援ついて
● スマートフォンでデジタル社会への 

不安解消
動 画

●小中学校の児童生徒数の推移

平成 15 年度 2573

令和  2 年度 1396

令和 12 年度 952

令和 22 年度 669
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質
問  

水
道
事
業
の
広
域
連
携

の
目
的
は
、
健
全
な
経
営
基
盤

の
確
立
で
す
。

　
竹
原
市
水
道
「
中
長
期
の
整

備
方
針
」
（
総
事
業
費
約
54
・

８
億
円
）
は
竹
原
市
単
独
経
営

が
前
提
で
す
。

①
水
道
事
業
補
助
金
の
採
択
条

件
（
＝
水
道
料
金
等
）
に
合
致

し
な
い
竹
原
市
は
、
他
市
よ
り

も
健
全
経
営
を
確
立
し
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
竹
原
市
は
上
水
道
水
源
１
０

０
％
を
賄
う
取
水
能
力
が
あ
り

な
が
ら
十
分
に
活
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
県
内
１
水
道
事
業
に
参
加
し

て
10
年
後
も
、
現
在
の
給
水
量

・
給
水
率
を
確
保
で
き
る
明
確

な
根
拠
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
広
島
県
用
水
受
水
費
総
額
は

今
日
ま
で
い
く
ら
で
す
か
。
竹

原
市
が
県
用
水
受
水
中
止
に
よ

る
返
還
金
、
そ
の
根
拠
規
定
は

あ
り
ま
す
か
。

④
今
、
県
用
水
受
水
は
太
田
川

水
源
で
す
。
福
富
ダ
ム
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
強
化
に
伴
う
事

業
費
と
竹
原
市
の
負
担
額
、
水

需
要
の
根
拠
は
何
で
す
か
。

⑤
広
域
連
携
に
伴
う
21
市
町
参

加
と
４
市
が
不
参
加
後
の
水
道

料
金
等
の
竹
原
市
の
試
算
資
料

は
い
つ
提
示
さ
れ
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

①
平
成
28
年
度
に

中
長
期
整
備
方
針
を
策
定
し
、

収
支
計
画
を
立
て
施
設
の
整
備

・
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化

や
効
率
化
は
良
好
で
す
。

②
10
年
後
も
、
自
己
水
源
と
県

用
水
の
割
合
を
概
ね
維
持
し
ま

す
。

③
県
用
水
受
水
費
総
額
は
昭
和

59
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
度
末

ま
で
36
年
間
に
約
72
億
円
で
す
。

　
受
水
中
止
の
違
約
金
は
、
こ

れ
ま
で
算
出
例
が
な
く
算
定
は

困
難
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
。

④
福
富
ダ
ム
の
総
事
業
費
は
約

56
億
円
で
、
竹
原
市
の
負
担
は

30
年
間
で
約
１
億
５
千
万
円
で

す
。

　
災
害
時
の
断
水
リ
ス
ク
の
低

減
が
図
ら
れ
有
効
で
す
。

⑤
広
域
連
携
の
試
算
資
料
は
、

令
和
２
年
６
月
に
策
定
の
市
町

ご
と
の
水
道
料
金
等
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
統
合
及
び
統
合
以
外
の
連
携

等
を
選
択
後
の
試
算
資
料
は
、

令
和
３
年
度
に
設
置
の
準
備
協

議
会
で
事
業
計
画
を
検
討
し
、

再
試
算
が
行
わ
れ
た
段
階
で
議

会
へ
そ
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

質
問  

現
在
竹
原
市
は
５
年
計

画
で
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
最
中
で
す
が
、
教
育
長

に
財
政
改
革
の
基
本
認
識
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長 

教
育
委
員
会
の

所
管
す
る
施
策
全
体
を
通
し
て
、

基
本
方
針
で
あ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
、
効
率
的
な
組

織
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
無
駄
は
省
い
て
い
く
が
、

必
要
な
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
こ
と
が
、
行
財
政
改

革
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
心

得
て
い
ま
す
。

質
問  

令
和
２
年
度
の
図
書
館

運
営
の
人
件
費
、
土
地
建
物
の

賃
貸
借
料
、
そ
の
他
の
諸
経
費

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長 

令
和
２
年
度
予

算
ベ
ー
ス
で
人
件
費
９
名
分
３

３
，
７
６
５
千
円
、
施
設
借
上

料
等
維
持
管
理
費
７
，
１
３
７

千
円
。
自
動
車
文
庫
、
図
書
館

シ
ス
テ
ム
使
用
料
な
ど
の
諸
経

費
が
６
，
６
５
６
千
円
で
総
額

５
，
６
５
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

質
問  

令
和
２
年
市
立
書
院
図

書
館
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
っ
て
業
者
選
定
を
実
施
（
参

加
業
者
１
社
）
に
よ
り
東
京
の

業
者
に
決
定
。
指
定
管
理
業
務

委
託
が
同
年
12
月
議
会
で
議
決
。

提
案
さ
れ
た
予
算
は
５
年
間
で

２
億
６
，
８
６
０
万
円
。
年
額

５
，
４
０
０
万
円
で
あ
り
ま
す
。

職
員
は
現
９
名
か
ら
７
名
と
な

り
、
当
然
正
職
員
は
市
に
復
職

と
な
り
、
２
名
の
人
件
費
は
本

給
そ
の
他
諸
手
当
を
含
め
１
３
，

１
５
９
千
円
と
な
り
、
加
え
て

共
済
組
合
負
担
金
は
２
，
７
９

８
千
円
。
図
書
館
運
営
は
市
か

ら
企
業
に
経
営
形
態
が
変
更
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
の
取
組
を

伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長 

今
後
市
と
指
定

管
理
会
社
は
協
定
書
、
業
務
仕

様
書
、
業
務
提
案
書
に
基
づ
き

協
議
を
進
め
、
図
書
購
入
は
事

前
に
市
に
お
い
て
承
認
す
る
等

様
々
な
場
面
で
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

質
問  

事
業
の
外
部
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
は
経
費
の
削
減
に
あ
り

ま
す
。
自
治
法
に
あ
る
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
私
は
求

め
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
市

長
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

民
間
で
出
来
る
こ

と
は
民
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
は
経
費
の
増
額
を
さ
せ

る
事
業
で
は
な
く
、
精
査
し
て

切
り
詰
め
る
と
こ
ろ
は
可
能
な

限
り
切
り
詰
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
ご
提
言
を
踏
ま
え
、
行

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ● 広島県水道広域連携(県内1水道)の 

参加表明は撤回せよ
　＝竹原市の水道事業・地下水源を守れ! 動 画

宇
う の

野　武
たけのり

則 ●市長就任３年を振り返って
●図書館の指定管理委託について 動 画
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質
問  

自
治
会
の
加
入
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

自
治
会
へ
の
加
入

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

19
年
度
の
加
入
率
は
、
83
・
９

％
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

で
は
、
75
・
２
％
、
平
成
19
年

度
と
比
べ
８
・
７
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
ま
す
。

質
問  
地
域
と
行
政
の
関
係
は

ど
の
よ
う
な
認
識
、
位
置
づ
け

を
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

地
域
と
行
政
の
関

係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
等
な

関
係
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

独
自
性
を
尊
重
し
な
が
ら
役
割

を
分
担
し
、
協
力
し
な
が
ら
地

域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
有

機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

行
政
と
地
域
の
境
界
に

あ
る
取
組
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

近
年
、
社
会
状
況

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
住

民
の
生
活
様
式
や
価
値
観
は
多

様
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
主
体
的

な
活
動
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

地
域
で
の
解
決
が
困
難
な
場
合

は
、
地
域
と
協
議
す
る
中
で
、

行
政
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

質
問  

行
政
協
力
員
や
集
落
支

援
員
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答
弁 

市
長 

ど
ち
ら
も
地
方
自

治
体
が
委
嘱
し
、
地
域
の
点
検

活
動
、
地
域
住
民
の
意
見
等
の

聴
取
、
調
査
及
び
状
況
把
握
に

関
す
る
活
動
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
集
落
支
援
員
を
配
置
す
る

費
用
に
対
し
て
、
総
務
省
か
ら

地
方
自
治
体
に
特
別
交
付
税
に

よ
る
財
源
措
置
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

竹
たけはし

橋　和
かずひこ

彦 ● 本市における自治会の充実・再構築に 
向けて 動 画

●発議　第３－３号
　竹原市議会委員会条例の一部を改正する条例案
　�　竹原市の行政組織が改正されたことに伴い、常任委員会の所管について改正後の組織に応じた体制
とするもの。

※□は移管した課　

民生都市建設委員会総務文教委員会

●総務企画部
　・総務課
　・危機管理課
　・財政課
　・企画政策課
　・ 産業振興課

●教育委員会
　・総務学事課
　・文化生涯学習課

●公営企業部
　・水道課
　・ 下水道課

● その他行政 
委員会

　・会計課
　・ 農業委員会
　・選挙管理委員会
　・監査委員会
　・公平委員会

●市民福祉部
　・市民課
　・税務課
　・忠海支所
　・社会福祉課
　・健康福祉課
　・地域づくり課

●建設部
　・建設課
　・都市整備課

　・地域づくり課
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う
れ
し
い
生
徒
の
声

発行　竹原市議会　広報広聴委員会　　広島県竹原市中央五丁目１番 35 号  　1 0846（22）7761［直通］

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
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くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

「
ま
ん
延
防
止
４
県
追
加
決
定
・

20
日
か
ら
愛
媛
も
検
討
」
「
緊
急

事
態
・
尾
身
氏
『
来
週
判
断
を
』
」

の
新
聞
報
道
（
４
月
17
日
付
）
に

市
民
や
事
業
者
の
不
安
が
募
り
ま

す
。

　
広
島
県
は
４
月
か
ら
、
県
内
５

カ
所
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
を
活

用
し
て
全
県
民
対
象
・
無
料
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　
竹
原
市
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
約
受
付
が
開
始
さ
れ

た
４
月
５
日
は
電
話
が
殺
到
し
、

数
量
枠
が
当
日
夕
方
に
は
終
了
し

ま
し
た
。
予
約
時
の
混
乱
を
改
善

す
る
た
め
、
予
約
受
付
が
年
齢
順

に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
力
が
強
い
と
さ
れ

る
変
異
株
で
コ
ロ
ナ
感
染
第
４
波

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
密
（

密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回
避
、

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
新
し
い

生
活
様
式
の
実
行
で
健
康
管
理
を

強
め
ま
し
ょ
う
。

松
本　
進

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　川
本

　
　円

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

特
集
後
記

　
こ
の
特
集
で
、
給
食
が
で
き
る

ま
で
に
多
く
の
人
が
学
校
給
食
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
「

お
い
し
い
」
「
あ
り
が
と
う
」
の

声
や
成
長
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
仕
事
の
励
み
に
、
地
産
地
消

を
取
り
入
れ
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
安
心
安
全
な
給
食
を
愛

情
込
め
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
炊
き
た
て
の
ご
は
ん
や
旬
の
野

菜
は
お
い
し
く
、
子
ど
も
の
こ
ろ

祖
父
に
「
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
給
食

は
楽
し
み
で
し
た
。

　
竹
原
市
学
校
給
食
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
、
「
す
く
す
く
だ
よ
り
」

が
掲
載
さ
れ
、
食
育
に
関
す
る
情

報
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

達
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
人
の
想
い
を
感
じ
て
、
感
謝
し

な
が
ら
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

下
垣
内　
和
春

特　集

う
れ
し
い
生
徒
の
声

給食
センター

コ
ロ
ナ
に
気
を

つ
け
て
静
か
に

食
べ
て
ま
す
。
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